
史
料
紹
介国

東
出
資
蓮
寺
再
建
を
め
ぐ
る
新
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
重
　
巳

一
、
は
じ
め
に

　
別
府
市
上
人
町
に
所
在
す
る
浄
土
真
宗
賓
蓮
寺
（
国
東
隆
基
住
職
）

の
創
建
な
い
し
発
展
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
他
の
寺
院
と
同
様
に
必
ず

し
も
詳
細
で
は
な
い
。

　
当
寺
史
の
概
略
に
つ
い
て
『
別
府
市
誌
』
（
昭
和
六
十
年
刊
）
に
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
浄
土
真
宗
。
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
立
像
。
村
誌
に
よ
る
と
、
天
文
四

　
年
（
一
五
三
五
）
、
休
円
坊
念
西
が
開
基
し
た
。
慶
長
二
年
（
一
五

　
九
七
）
上
人
ケ
浜
に
、
そ
し
て
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
に
現
在
地

　
に
移
っ
た
。
本
堂
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
火
災
に
あ
い
、
同
七

　
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
堂
の
前
庭
に
板
碑
が
一
基
あ
る
が
、
風
化
が
激
し
い
の
で
梵
字
な

　
ど
は
全
く
読
み
取
れ
な
い
。
近
く
の
墓
地
に
国
東
塔
も
あ
る
の
で
、

　
こ
れ
ら
に
関
係
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
記
事
を
載
せ
る
『
村
誌
』
は
、
恐
ら
く
同
寺
に
伝
え
ら
れ
る

『
賓
蓮
寺
略
縁
起
』
や
『
賓
蓮
寺
続
縁
起
』
な
ど
を
参
照
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、
平
成
十
二
年
春
、
こ
の
二
種
類
の
縁
起
内
容
を
部
分

的
に
補
強
す
る
新
史
料
が
発
見
さ
れ
た
。

　
平
成
十
二
年
春
、
「
縁
起
」
に
云
う
安
永
七
年
の
再
建
か
ら
二
百
二

十
年
ぶ
り
に
、
本
堂
が
改
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
旧
本
堂
の
解
体
に

際
し
、
縁
起
の
記
述
を
裏
付
け
る
貴
重
な
墨
書
が
日
の
目
を
浴
び
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
別
府
市
域
に
お
け
る
社
寺
縁
起
の
類
に
つ
い
て
は
、
現
在
あ
る
程
度

研
究
が
進
み
、
国
指
定
文
化
財
の
鉄
輪
永
福
寺
の
「
一
遍
上
人
絵
巻
」

を
は
じ
め
、
二
十
数
種
の
寺
社
由
来
記
・
縁
起
・
由
緒
記
・
歴
代
記
が

確
認
さ
れ
て
い
る
（
『
べ
っ
ぶ
の
文
化
財
』
十
九
・
二
十
・
二
十
一
号
な
ど
参

照
）
。

　
こ
こ
で
は
、
脊
蓮
寺
に
伝
え
ら
れ
る
二
種
類
の
縁
起
の
一
部
と
、
新

た
に
発
見
さ
れ
た
墨
書
に
つ
い
て
紹
介
し
、
別
府
市
域
に
お
け
る
近
世

寺
院
開
基
の
研
究
の
一
助
に
供
し
た
い
と
思
う
。

ニ
、
二
種
の
縁
起
書

　
当
寺
に
伝
え
ら
れ
る
二
種
の
縁
起
の
う
ち
、
「
賓
蓮
寺
略
縁
起
」
に

は
そ
の
奥
付
に

　
于
時
　
元
禄
十
六
突
未
暦
初
夏
中
旬
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現
住
　
沙
門
　
釈
浄
宗
　
綴

と
あ
り
、
寺
の
相
伝
関
係
の
文
書
に
よ
っ
て
、
沙
門
浄
宗
は
、
当
寺
第

五
代
の
住
職
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
「
賓
蓮
寺
続
縁
起
」
の

末
尾
に
は
「
激
闘
作
」
と
見
え
る
が
、
こ
の
人
物
は
同
寺
の
裏
庭
に
所

在
す
る
墓
碑
銘
に
よ
っ
て
、
文
化
十
一
年
に
死
没
し
た
第
十
三
代
住
職

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
二
種
の
縁
起
は
「
国
東
山
賓
蓮
寺
　
略
縁
起
・
続
縁
起
」
（
タ

テ
二
四
・
五
惣
、
ヨ
コ
ー
六
・
五
惣
）
の
一
冊
に
合
綴
さ
れ
て
い
る

（
写
真
①
）
。

　
同
書
は
、
紙
質
が
酸
化
し
て
痛
み
が
激
し
く
、
四
隅
が
欠
損
し
解
読

不
能
な
部
分
が
多
い
。

　
書
中
、
「
略
縁
起
」
と
「
続
縁
起
」
部
分
と
で
は
、
筆
跡
も
大
き
く

違
い
、
著
作
年
代
は
先
記
の
よ
う
に
、
「
略
縁
起
」
が
元
禄
十
六
年

二
七
〇
三
）
初
夏
、
「
続
縁
起
」
は
、
安
永
七
年
の
本
堂
再
建
の
記
事

で
終
わ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
著
者
徹
照
は
、
碑
銘
に
は
「
当
山
第
十
三
代
別
当
、
寿
五
十
三

歳
遷
化
　
文
化
十
一
甲
成
年
七
月
上
旬
」
と
あ
り
、
文
化
十
一
年
二

八
一
四
）
、
五
十
三
歳
で
死
亡
し
た
と
す
る
と
逆
算
し
て
、
生
年
は
宝

暦
十
一
年
前
後
に
な
り
、
本
堂
再
建
の
安
永
七
年
に
は
、
十
七
歳
前
後

の
年
齢
に
達
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
二
種
類
の
縁
起
同
綴
原
本
の
う
ち
、
「
略
縁
起
」
の
後
半
部
分
に
は
、

原
本
の
破
損
に
伴
う
落
丁
な
ど
に
よ
る
も
の
か
、
文
節
と
文
意
が
前
後

で
続
か
な
い
箇
所
が
あ
る
。

　
昭
和
二
十
年
九
月
、
第
十
九
代
住
職
鴻
基
（
当
時
六
十
八
歳
）
は
、

四
女
千
鶴
子
に
養
子
義
隆
を
迎
え
る
に
際
し
て
、

　
附
録
ノ
書
類
、
此
ノ
縁
起
ノ
紙
破
レ
、
散
失
セ
ン
事
ヲ
恐
レ
愚
策
ヲ

　
顧
ス
書
写
シ
テ
後
世
二
分
明
ス
ル
様
記
シ
置
ク

と
し
て
、
「
続
縁
起
」
を
先
に
、
「
略
縁
起
」
を
後
に
続
け
て
罫
紙
に
書

き
写
し
て
い
る
が
、
そ
の
末
尾
近
く
の
文
意
不
明
な
箇
所
に
（
　
）
を

附
け
て
、
欄
外
に
「
頭
注
」
と
し
て

　
括
弧
内
ノ
文
ハ
、
終
ノ
ー
枚
紛
失
ニ
テ
、
推
意
記
入
ノ
文
、
後
発
見

　
シ
テ
改
メ
テ
記
入
ス
ル
モ
ノ
文
ノ
如
シ

と
注
記
し
て
い
る
。

　
以
下
、
二
種
の
縁
起
の
内
か
ら
、
必
要
な
部
分
の
み
を
引
用
す
る
。

な
お
表
記
は
原
本
の
体
裁
と
し
、
読
者
の
便
を
図
っ
て
ル
ビ
を
付
す
。

三
、
「
賓
蓮
寺
略
縁
起
」
と
「
賓
蓮
寺
続
縁
起
」

　
イ
、
「
賓
蓮
寺
略
縁
起
」

夫
、
当
寺
ノ
本
興
ヲ
尋
ル
ニ
、
昔
日
釈
念
西

法
師
有
縁
ノ
善
知
識
鐙
如
大
徳
二
帰
依
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シ
奉
リ
、
浄
土
真
宗
ノ
安
心
ノ
骨
目
ヲ
授
得

セ
ラ
レ
ケ
ル
、
于
時
弥
陀
画
像
ノ
本
尊
ヲ
御
免

シ
タ
マ
ヒ
ヌ
、
「
時
西
公
五
十
九
」
即
今
当
寺
二
安
住
シ
タ
マ
フ

御
尊
影
是
ナ
リ
、
斯
以
国
東
二
Ｉ
宇
ヲ
カ
マ
エ

テ
安
置
シ
奉
ル
ト
コ
ロ
、
唯
利
他
回
向
ノ

信
心
ヲ
以
テ
往
生
浄
土
ノ
正
因
正
業
ト
ビ
ア

顛
齢
七
十
五
歳
ニ
テ
、
柊
二
天
文
二
十
年
率
亥
年
ノ

十
月
二
十
五
日
、
寂
然
ト
シ
テ
往
生
ノ
素
懐

ヲ
遂
ラ
レ
キ
ト
云
々
、
然
ハ
当
寺
ノ
ハ
シ
マ
リ
ハ
、
祖
師

聖
入
御
入
滅
ョ
リ
二
百
七
十
三
年
ニ
ア
タ
レ
リ

又
ソ
レ
ョ
リ
今
元
禄
十
六
突
来
年
マ
テ
ハ
ー
百
六

十
九
年
ヲ
歴
タ
リ
、

写真①　両縁起合綴本表紙

昔
日
、
此
御
尊
影
、
奇
特
不
思
議
ノ
勝
益
ド
モ

多
ク
マ
シ
マ
シ
ケ
ル
、
右
国
東
二
御
座
マ
ス
ト
牛

厨
子
ノ
中
二
二
幅
安
置
シ
奉
ル
ト
ナ
リ
、
一
幅
ハ
蓮
「
如
上
」

人
ノ
御
軍
六
字
ノ
名
号
ナ
リ
、
又
一
幅
ハ
今
ノ
御
影

尊
是
ナ
リ
、
或
時
火
難
出
来
シ
テ
、
時
二
Ｉ
人
モ
居

合
サ
ル
ニ
、
二
尊
倶
二
身
ラ
披
ケ
障
子
扉
ヲ
オ
シ
ヒ

ラ
キ
テ
、
出
サ
セ
タ
マ
フ
ニ
、
折
シ
モ
大
西
風
ハ
ケ
シ
ク
シ
テ

本
尊
ハ
風
上
戌
亥
二
当
テ
、
八
大
竜
王
ノ
森
二
椋
ノ
木

ア
リ
、
其
木
末
二
掛
ラ
セ
タ
マ
フ
ヲ
、
三
日
目
二
拝
付
下

シ
奉
ル
（
中
略
）
、

然
ル
ア
イ
ダ
、
誼
円
・
丁
順
ノ
代
マ
デ
ハ
当
寺
モ
不
繁

昌
ナ
リ
シ
ヲ
、
先
住
念
誓
六
十
五
歳
、
万
治
三
庚
子
ノ
夏
、

御
伴
ノ
木
像
・
寺
号
ヲ
請
ジ
テ
賓
蓮
寺
卜
号
ス
、

是
ョ
リ
漸
ク
法
儀
再
栄
相
続
セ
リ
、
雖
然

子
本
寺
二
達
セ
ザ
ル
ヲ
悲
、
月
重
縁
年
已
ニ

　
「
　
　
」
ノ
秋
二
至
テ
、
改
テ
木
仏
寺
号
ノ
御
判
ヲ
頂

戴
シ
新
二
本
尊
ヲ
刻
シ
奉
ル
ナ
リ
（
下
略
）
、

　
ロ
、
「
賓
蓮
寺
続
縁
起
」

夫
レ
、
当
寺
も
血
脈
相
続
し
て
今
に
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た
る
ま
で
た
え

至
迄
絶
ず
、
念
仏
す
る
も
の
多

し
と
い
へ
ど
も
、
正
雑
の
分
別
も
な
く

唯
念
仏
だ
に
も
中
せ
ば
往
生
す
る

と
ば
か
り
心
得
た
る
有
様
な
り
、

さ
る
に
依
り
て
、
持
佛
の
門

徒
十
折
に
だ
も
満
ず
、

か
か
る
が
ゆ
え
に
当
寺
も

本
尊
蓮
如
上
人
の
六
字
の
御
名
号
開

基
佛
ぽ
か
り
な
り
、
依
り
て
第
六
世

　，
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丁
海
の
時
、
寺
接
心
を
合
せ
、
七
高
祖
聖
徳

太
千
之
御
影
を
安
置
し
奉
ら
ん
と
志
願
を
発
し
、

「続縁起」第１ページ

正
徳
五
乙
来
三
月

十
八
日
に
下
し
奉
ル
、
夫
よ
り
相
続

し
て
第
十
一
世
戒
蓮
住
職
し
て

よ
り
以
来
、
念
仏
の
行
者
も
繁

栄
し
、
宝
暦
元
年
に
仏
前
障

子
出
来
し
、
同
四
歳
天
井
出
来

し
、
同
五
年
撞
鐘
出
来
し

弥
々
繁
昌
し
ぬ
、
然
共
、
今
だ
盛

な
り
と
云
が
た
し
、
（
中
略
）
、

宝
暦
年
中
之
頃
よ
り
思

立
、
自
他
の
檀
徒
に
助
力
を
頼
み

　
「
　
　
」
同
十
二
歳
午
七
月
十
四
日
に
御

開
山
の
御
影
並
湛
如
上
人
の
御

　
　
こ
く
け
ん
け
さ
　
お
ゆ
る
し

影
亦
国
絹
袈
裟
等
御
許
を

蒙
り
、
　
益
々
御
温
徳
の
広
大
な
る

を
お
も
ひ
、
御
報
謝
の
一
行
を
尽
し

年
々
繁
昌
す
、
さ
て
又
、
安
永
三
年

七
月
下
旬
、
祖
師
の
宮
殿
並
御

代
前
の
花
灯
・
同
高
机
な
ど
下

し
ぬ
、
然
に
過
去
の
業
報
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に
や
、
又
は

無
縁
の
衆
生
に
結
縁
を
な
さ
し

め
ん
為
の
御
方
便
に
や
、
同
八
月
廿
七

日
の
初
夜
終
り
間
も
な
く
、
奥

座
敷
よ
り
火
発
り
、
御
堂
・
店
屋
・

鐘
堂
・
馬
屋
、
一
時
に
一
遍
の
煙

と
な
り
ぬ
、
（
火
災
の
状
況
は
中
略
）
、

本
山
第
八
代
目
蓮
如
上
人
の
六

字
の
御
名
号
焼
失
す
、
（
割
注
）
「
火
治
り

水
を
か
け
出
せ
共
当
な
し
」

さ
れ
ば
、
御
経
に
如
水
火
「
盗
」

賊
怨
家
債
主
等
免
給
へ
ぬ
は
、
か
か

る
災
難
は
可
有
事
な
り
、
然
れ
ど

も
、
寺
号
の
御
免
書
・
御
本
尊
・

祖
師
・
善
知
識
太
子
・
七
高
僧
、
無
難

に
出
し
奉
れ
ば
、
歎
の
中
の
悦

也
、
さ
る
に
依
り
て
、
同
十
月
に
鶴
見
中

野
原
屋
敷
を
四
間
ハ
間
を
買
ひ
、
其

年
の
御
正
忌
を
勤
け
り
、
さ
て
又

門
徒
中
と
心
を
合
せ
、
御
堂
再
建

志
願
を
発
し
、
自
他
の
門
徒

中
に
助
力
を
頼
み
、
安
永
七
年
「
　
」

月
廿
三
日
よ
り
大
工
木
挽
等

あ
つ
め
、
同
七
年
六
月
十
七
「
九
」
日
に
入

他
い
た
し
畢
、
大
工
は
府
中
大
工
町

高
山
庄
右
衛
門
・
従
工
匠
は
同
所
金

兵
衛
・
同
善
六
・
同
古
久
助
・
同
清
兵

衛
・
別
府
清
七
・
同
八
十
七
・
同
定
助
・

当
村
嘉
平
・
頭
成
助
太
郎
・
小
坂
文
治
・

内
竃
吉
右
衛
門
・
木
引
頭

鶴
崎
城
原
伊
惣
治
・
同
根
兵
衛
・
同

卯
三
郎
・
同
定
右
衛
門
・
府
内
助
兵
衛
・

野
田
武
平
・
瓦
師
日
出
小
嶋
小
平
司
、

右
大
工
数
荒
立
千
工
・
木
引
百

瓦
壱
万
・
人
歩
壱
万
・
各
々
他
意

之
深
重
な
る
事
お
も
ひ
、
出

勢
し
て
成
就
し
、
報
謝
の
足

手
を
は
こ
び
、
　
参
詣
恭
敬
今
に

絶
え
ず
、
扱
ま
た
火
災
の
前
、
右
田

浅
右
衛
門
、
初
夜
終
後
、
本
堂
へ
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参
り
御
拝
よ
り
礼
拝
す
る
に

堂
内
に
光
り
満
々
た
り
、
台
所

に
来
り
仏
前
に
灯
明
と
も
し

た
る
や
と
問
戈
に
と
ぼ
さ
ず
と
答
、
故

に
御
堂
に
入
り
て
見
る
に
光
な
し
、

伝
聞
、
当
寺
本
尊
ハ
、
住
職
「
臨
」

終
の
前
に
光
を
放
ち
給
ふ
と
「
　
　
」

聞
、
今
又
し
か
り
、
扨
ハ
当
住
戒
蓮

の
命
終
を
知
ら
せ
給
ふ
に
や
と
人
々

中
け
る
に
、
さ
わ
な
く
し
て
御
堂

焼
け
る
の
儀
を
告
給
ふ
な
ら
ん
と

後
に
思
う
合
せ
け
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徹
照
　
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
）

　
以
上
、
二
縁
起
の
う
ち
「
略
縁
起
」
に
よ
る
と
、
当
寺
は
釈
念
西
が

国
東
の
地
に
一
宇
を
構
え
、
「
弥
陀
画
像
ノ
本
尊
」
を
許
さ
れ
て
安
住

し
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
が
、
そ
れ
は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
一
五
五

四
年
）
で
あ
っ
た
と
云
う
。

　
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
「
賓
蓮
寺
略
縁
起
」
は
、
奥
付
に
よ
る

と
、
元
禄
十
六
年
に
同
寺
の
浄
宗
が
「
綴
」
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の

記
事
は
西
念
の
死
を
天
文
二
十
年
で
七
十
五
歳
、
開
基
の
時
を
五
十
九

歳
の
年
と
し
、
「
祖
師
聖
人
（
親
鷺
）
御
入
滅
ョ
リ
二
百
七
十
三
年
」
、

「
今
元
禄
十
六
マ
デ
ハ
ー
百
六
十
九
年
」
と
計
算
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
当
寺
は
さ
し
て
繁
盛
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
住
持
念

誓
が
六
十
五
歳
の
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
の
夏
、
木
像
本
尊
を
安
置

し
て
、
正
式
な
寺
号
を
「
賓
蓮
寺
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
云
う
。

　
一
方
、
「
続
縁
起
」
は
、
第
十
三
代
住
職
の
徹
照
に
よ
っ
て
、
編
纂

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
彼
は
文
化
十
一
年
（
一
ハ
ー
四
）
、
五
十
三
歳
で
遷
化
（
死
去
）
し

て
お
り
、
逆
算
す
る
と
宝
暦
十
一
年
前
後
の
出
生
と
な
り
、
「
続
縁
起
」

に
云
う
当
寺
が
焼
失
再
建
さ
れ
た
安
永
七
年
に
は
、
十
七
歳
前
後
で
あ
っ

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
記
事
の
う
ち
に
は
体
験
的
な

事
実
や
見
聞
が
か
な
り
含
ま
れ
る
も
の
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。

四
、
新
発
見
の
墨
書
史
料

　
今
回
の
本
堂
新
築
に
際
し
、
屋
根
の
鬼
瓦
や
正
面
「
御
拝
」
（
ご
は

い
・
本
堂
正
面
階
段
の
上
に
張
り
出
し
た
庇
部
分
）
の
解
体
は
、
可
能
な
限

り
手
作
業
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
「
木
鼻
」
（
き
ば
な
）
の

「
拳
鼻
」
（
こ
ぶ
し
ば
な
・
象
や
獅
子
を
彫
刻
し
た
も
の
）
・
鳳
（
お
お
と
り
）

な
ど
の
彫
刻
物
・
「
桝
組
物
」
な
ど
は
取
り
外
し
て
保
護
さ
れ
、
そ
の
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結
果
、
そ
れ
ら
の
彫
割
物
や
桝
組
物
な
ど
に
次
の
よ
う
な
墨
書
の
記
銘

が
発
見
さ
れ
た
。

　
困
、
彫
り
物
「
鳳
」
裏
面
の
墨
書
銘

　
　
　
「
宗
古
久
助
　
外
二
手
伝
フ
　
小
坂
村
之
住
　
古
田
文
治
作
業
之
」

　
剛
、
桝
粗
物
の
裏
面
の
墨
書
名

　
　
　
「
維
持
　
安
永
七
戊
戌
天
五
月
太
吉
祥
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
全
兵
衛
平
統
林
　
　
頭
成
矢
野
祐
太
郎

　
　
　
豊
府
住
　
棟
梁
高
山
田
右
衛
門
平
宗
盈
　
宗
古
久
助
平
規
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
清
兵
衛
平
統
固
　
小
坂
　
吉
田
文
治
」

(ｲ)

(ﾛ)－１

㈲－１続き

五
、
小
考

　
以
上
、
「
略
縁
起
」
「
続
縁
起
」
の
記
事
内
容
か
ら
賓
蓮
寺
の
開
基
と

発
展
、
火
災
と
再
建
の
様
子
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
史
料
を
紹
介
し
た
。

　
特
に
安
永
の
火
災
に
際
し
、
復
興
に
関
わ
る
「
続
縁
起
」
の
記
事
と

建
築
材
に
墨
書
さ
れ
た
内
容
と
が
、
重
複
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

関
心
が
集
ま
る
。
寺
社
縁
起
の
類
が
と
も
す
る
と
自
己
宣
伝
的
で
、
史

実
と
や
や
飴
新
す
る
傾
向
か
お
る
の
に
対
し
て
、
墨
書
銘
は
、
こ
の
縁

起
の
記
事
内
容
の
信
憑
性
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
前
に
見
た
よ
う
に
、
寺
再
建
に
関
す
る
「
続
縁
起
」
の
内
容
は
極
め

て
字
数
が
多
く
詳
細
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
縁
起
」
と
云
う
記
録
と
し

て
当
然
の
性
格
で
あ
る
。
一
方
、
建
築
物
に
書
か
れ
る
墨
書
銘
と
し
て

は
、
こ
こ
に
見
る
よ
う
に
表
記
内
容
に
量
的
限
界
か
お
る
。

　
歴
史
の
研
究
は
、
こ
う
し
た
複
数
の
史
料
の
相
互
補
完
に
よ
っ
て
、

完
全
な
も
の
に
な
る
。

　
続
縁
起
の
編
者
徹
照
が
、
「
賂
縁
起
」
の
内
容
を
受
け
、
若
年
な
が

ら
寺
の
再
建
の
現
場
に
「
臨
場
」
し
、
火
災
・
復
興
の
状
況
を
体
験
・

記
録
し
た
も
の
が
「
続
縁
起
」
で
あ
る
。

　
な
お
、
近
隣
の
亀
川
に
所
在
す
る
真
宗
西
光
寺
経
堂
輪
蔵
は
、
宝
暦

六
年
に
建
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
建
立
銘
に
は
、
「
府
内
高
山
弥
平
治
平

氏
統
次
・
高
山
庄
右
衛
門
統
吉
」
の
名
が
見
え
、
賓
蓮
寺
再
建
に
先
立
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つ
二
十
二
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
両
寺
に
関
わ
る
府
内
大
工
町
の
高
山
　
　
本
願
寺
全
末
寺
八
三
〇
〇
余
ケ
寺
の
四
分
の
一
を
占
め
る
本
寺
で
あ
り
、

氏
は
、
同
じ
一
家
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
あ
る
ま
い
。
　
　
そ
の
基
礎
を
作
っ
た
の
は
、
「
略
縁
起
」
の
冒
頭
に
登
場
す
る
（
誼
）

　
高
山
氏
の
系
譜
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
弥
平
治
・
庄
右
衛
門
の
関
係
　
　
如
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
る
（
『
本
願
寺
史
』
第
二
巻
）
。

を
父
子
、
庄
右
衛
門
を
賓
蓮
寺
に
関
係
す
る
人
物
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
　
　
　
圧
抑
は
、
興
正
寺
下
坊
主
の
東
坊
と
端
坊
を
、
西
国
地
方
を
巡
回
さ

時
代
的
に
附
合
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
て
門
徒
を
増
加
さ
せ
た
と
云
う
。
本
尊
の
彫
像
時
代
は
定
か
で
は
な

　
　
「
賓
蓮
寺
略
縁
起
」
の
後
半
部
分
に
は
、
こ
の
西
光
寺
と
の
関
連
を
　
　
い
が
近
世
期
の
賓
蓮
寺
も
「
興
正
寺
端
坊
」
に
属
す
る
寺
で
あ
っ
た
。

語
る
記
事
も
あ
り
、
同
じ
寺
大
工
が
両
寺
に
関
わ
っ
て
も
何
ら
不
思
議
　
　
　
前
記
「
略
縁
起
」
の
冒
頭
に
は
、
「
昔
日
、
釈
念
西
法
師
、
有
縁
ノ

は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
知
識
誼
如
大
徳
二
帰
依
シ
奉
リ
」
と
あ
り
、
省
略
部
分
に
は
、
「
（
上

　
墨
書
に
云
う
「
小
坂
吉
田
氏
」
「
頭
成
矢
野
氏
」
が
寺
大
工
か
仏
師
　
　
略
）
念
西
法
師
初
テ
御
宗
門
ニ
ナ
ラ
レ
シ
ト
キ
、
端
坊
取
次
ア
リ
シ
ュ

の
類
で
あ
る
こ
と
は
推
察
し
う
る
が
、
確
定
で
き
る
史
料
は
管
見
し
な
　
　
ヘ
ニ
、
即
御
絵
像
ノ
御
裏
書
ニ
、
端
坊
下
ト
載
タ
リ
」
と
見
え
る
が
、

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
二
つ
の
記
事
内
容
の
整
合
性
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　
賓
蓮
寺
の
本
尊
は
、
阿
弥
陀
如
来
立
像
、
彩
色
は
後
補
の
も
の
で
、
　
　
　
元
禄
五
年
二
六
九
ニ
、
幕
府
は
大
規
模
な
寺
院
本
末
調
べ
と
、
寺

背
の
腰
部
に
朱
漆
の
銘
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
沿
革
に
関
わ
る
調
査
を
行
っ
た
。
浄
宗
が
、
元
禄
十
六
年
に
認
め
た

　
興
正
寺
門
徒
　
豊
後
速
見
郡
石
垣
庄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
賓
蓮
寺
略
縁
起
」
は
、
そ
う
し
た
背
景
に
拠
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

　
　
　
国
東
（
山
）
　
賓
蓮
寺
　
浄
宗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
。

と
あ
り
、
浄
宗
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
略
縁
起
」
の
編
者
で
あ
　
　
各
種
寺
社
縁
起
・
棟
札
な
ど
の
墨
書
史
料
、
周
辺
に
散
在
す
る
清
史
料

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
収
集
よ
っ
て
、
市
域
の
近
世
期
寺
院
史
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
別
府

　
近
世
の
寺
院
は
、
幕
府
の
宗
教
政
策
の
元
で
、
厳
し
い
本
・
末
寺
の
　
　
史
談
会
員
の
最
適
な
研
究
課
題
で
は
あ
る
ま
い
か
。

枠
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
本
山
－
本
寺
－
直
末
寺
－
末
寺
と
い
う
序
列

が
あ
っ
た
。
右
の
興
正
寺
（
本
寺
）
は
、
延
享
三
年
こ
七
四
七
）
こ
ろ
、
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